
  

 

 

 

 

 

 

ひとりの声を大切に 明るく豊かな館山を 

           館山市議会議員 6 Vol. 2024.秋号 

お問い合わせはこちら 

鈴木明子 

鈴木明子    館山市山荻 126-1 TEL：090-7726-8236 

 

通信 

 

 
１．津波浸水想定区域内住民の避難について 

 

 

能登半島地震においては常日頃から防災訓練を繰り返し行っていた地域はスムーズな避難

により全員が無事であったそうです。班のような小規模単位で、歩く力の弱い方など要配慮者

には誰が支援していくのかを明確にし実際に避難訓練を行うことが大切です。 

発災時の混乱の中でのスムーズな避難に繋げるために避難行動要支援者名簿の早急な整備

を求めました。 

又、津波到達時間が短い場合は市内 18ヶ所の津波一時避難ビルへの垂直避難が有効です。 

今回より 1段階上の南海トラフ地震臨時情報「警戒」が発令された場合、要支援者を始めと

する地震発生後の避難では間に合わない可能性のある地域住民に対して 1週間の事前避難が求

められる事になりますが、その対象地域は市の大半を占める 72町内会にも及んでいます。 

避難者は津波浸水想定区域外に有る避難所の収容人数を大きく上回る事が明確である為、可

能な限り予め知人友人、親戚等へ避難時の受け入れを依頼する等の自助努力が求められます。 

市に対しては他の自治体と避難住民の受け入れ協定を結ぶよう求めました。 

又、ハザードマップ等により、住民 1人 1人が自宅や職場における災害危険度を正確に把握

するよう周知し、高齢者単独世帯におけるその情報の取得に対しての配慮を求めました。 

 

 

令和６年９月度 一般通告質問 より 

８月８日宮崎県沖の日向灘で発生した地震により初めて「南海トラフ地震臨時情報」が発

表され、更に１週間後には関東地方において観測史上過去最強規模の台風７号が房総半島に

接近しました。今後いつ起こっても不思議ではないと言われる大地震、津波による被害や、

気候変動の影響で過去の経験や常識が通用しない規模の風雨の影響が懸念されます。 

いつ発生するか予測のつかない地震と併せて、日頃の備えが大切です。備蓄品や避

難経路などの確認をご家族、地域、職場で話し合っておきたいものです。 

ましに支えられ、市議会定例会一般質問をはじめ、各種委員会の一員としての活動、皆様

からのご意見、ご要望を行政へお届けし実現していく活動に邁進中です。今後も初心を忘れ

ず、日々研鑽を重ね、１つ１つに真剣に取り組んで参ります。 

 

 

昨年９月議会定例会通告質問で

も取り上げましたが、今回は具体的

な数値を用い、更に掘り下げた質問

を致しました。ワクチン接種による

予防効果は１０年前後も続き、健康

を守るだけでなく、個人の医療費負

担軽減、市の国保財政に良い影響を

与えます。接種対象者を隔年にする

など、財政への影響を考慮して実施

するよう求めました。 

 

 

鈴木 明子 公式 LINE 

是非ご登録下さい！ 

 

２．在宅避難者への支援の在り方について 

 

 

 

災害時における避難については、自身が高齢である、介護や支援が必要な家族がいる、 

乳幼児を抱えている、ペットがいる等の理由から在宅避難や車中泊避難するケースが増えて 

いる事が明らかになっています。避難所が満員で入ることが出来ないケースも考えられます。

電気やガス、水道などライフラインの停止が長引く中、備蓄品も底を尽くことが想定されます。     

又、健康上の理由や高齢のため遠方の避難所に支援物資を受け取りに行く事が出来ない場合も

考えられ、このことから在宅避難者専用の支援拠点の設置を求めました。 

 

 

 

 

 


